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キ
リ
ス
ト
に
お
け
る 

兄
弟
姉
妹
の
皆
さ
ん  

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
の
自
発

教
令
『
信
仰
の
門
』
の
呼
び
か
け
に
応

え
て
、
わ
た
し
た
ち
は
全
世
界
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
と
と
も
に
、今
日
か
ら「
信

仰
年
」
の
歩
み
を
始
め
ま
す
。  

現
代
の
日
本
の
社
会
に
は
、
少
子
高

齢
化
、
経
済
の
低
迷
、
家
族
関
係
や
人

間
関
係
の
問
題
、
い
じ
め
、
自
死
、
原

発
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ

り
、
多
く
の
人
が
悩
み
や
苦
し
み
を
抱

え
て
生
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
生

き
る
意
味
と
救
い
を
求
め
る
声
な
き
叫

び
が
満
ち
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
そ

の
中
で
、
信
仰
と
い
う
尊
い
た
ま
も
の

を
受
け
た
わ
た
し
た
ち
は
、「
主
の
も
と

に
と
ど
ま
り
、
主
と
と
も
に
生
き
よ
う

と
す
る
決
断
」（
『
信
仰
の
門
』
10
）
の
う

ち
に
、
自
ら
の
言
葉
と
行
い
で
信
仰
を

あ
か
し
す
る
よ
う
に
招
か
れ
て
い
ま
す
。  

わ
た
し
た
ち
自
身
が
ど
の
よ
う
に
信

仰
の
喜
び
を
生
き
て
い
る
か
、
信
仰
か

ら
来
る
希
望
と
愛
を
い
だ
い
て
い
る
か

を
問
い
直
し
ま
し
ょ
う
。
昨
年
２
０
１

１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と

福
島
第
１
原
発
事
故
は
、
多
く
の
犠
牲

者
・
被
災
者
・
避
難
者
を
生
み
出
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、

わ
た
し
た
ち
の
信
仰

と
生
活
の
あ
り
方
を

大
き
く
問
い
直
す
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
多
く
の

教
会
や
信
者
の
方
々

が
、
信
者
の
少
な
い

被
災
地
で
復
興
支
援

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
支
援
を
し
た
い
と
い
う
思
い

を
も
っ
て
現
地
に
赴
き
ま
す
が
、
か
え

っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
「
寄
り
添

う
大
切
さ
」「
一
緒
に
生
き
る
喜
び
」「
未

来
へ
の
希
望
」
を
教
え
ら
れ
る
体
験
も

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体

験
を
通
じ
て
、
神
が
わ
た
し
た
ち
の
信

仰
に
新
た
な
光
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。  

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
「
信
仰
年
」
を

通
し
て
、
も
う
一
度
信
仰
の
恵
み
を
見

つ
め
直
す
旅
に
招
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
わ
た
し
た
ち
は
祈
り
、
神
の
こ
と

ば
（
聖
書
）、
感
謝
の
祭
儀
を
通
し
て
自

分
の
信
仰
を
深
め
る
よ
う
励
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
信
仰
の
道
は
た
っ
た
一
人
で

歩
む
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
信
徒
も
修

道
者
も
司
祭
も
、
そ
し
て
わ
た
し
た
ち

司
教
団
も
、
同
じ
信
仰
の
道
を
歩
む
者

で
す
。
互
い
に
支
え
合
い
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
、
謙
虚
さ
と
勇
気
を
も
っ
て

新
た
に
「
信
仰
の
門
」
に
入
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。  

｢

道
で
あ
り
真
理
で
あ
り
命
で
あ
る｣

(

ヨ
ハ
ネ
14･

６)

主
イ
エ
ス
は｢

信
仰
の

創
始
者
・
完
成
者｣

(

ヘ
ブ
ラ
イ
12･

２)

で

あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
信
仰
の
最
高
の

導
き
手
で
す
。
主
イ
エ
ス
に
従
い
、
希

望
を
も
っ
て
信
仰
の
旅
路
を
共
に
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。  

聖
母
マ
リ
ア
の
取
り
次
ぎ
を
願
い
な

が
ら
、
主
イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
が
わ
た
し

た
ち
の
歩
み
を
守
り
導
い
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
祈
り
ま
す
。  

２
０
１
２
年
10
月
11
日  

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団  

▼
10
月
11
日
か
ら
信
仰
年
が
始
ま
っ

た
。
年
間
の
行
事
で
あ
ろ
う
と
週
間
で
あ

ろ
う
と
具
体
的
な
活
動
は
お
お
よ
そ
見
当

は
つ
く
が
、
こ
と
信
仰
年
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か

と
考
え
て
し
ま
う
。
司
教
団
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
は
、
少
子
高
齢
化
、
経
済
の
低
迷
、
家
族
関
係

や
人
間
関
係
の
問
題
、
い
じ
め
、
自
死
、
原
発
問

題
な
ど
の
真
っ
只
中
に
生
き
て
い
る
と
し
、
そ
ん

な
中
に
あ
っ
て
も
私
た
ち
は
信
仰
に
生
き
る
も

の
と
し
て
「
自
ら
の
言
葉
と
行
い
で
信
仰
を
あ
か

し
す
る
よ
う
に
招
か
れ
て
い
ま
す
」
と
励
ま
す
。

課
題
山
積
の
中
で
「
信
仰
の
喜
び
を
生
き
る
」
と

い
わ
れ
て
も
▼
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
贈
ら
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

「
60
年
以
上
に
わ
た
っ
て
欧
州
に
お
け
る
平
和

と
和
解
、
民
主
主
義
と
人
権
の
向
上
に
貢
献
し

た
」
と
評
価
し
て
い
る
が
、
過
去
に
大
き
な
独
仏

戦
争
を
繰
り
返
し
た
大
国
が
協
力
し
て
加
盟
27

か
国
を
引
っ
張
っ
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
る

▼
フ
ラ
ン
ス
の
あ
る
著
名
な
国
際
政
治
学
者
は
、

欧
州
か
ら
見
れ
ば
日
本
も
中
国
も
同
じ
ア
ジ
ア

の
二
つ
の
国
で
し
か
な
い
。
協
力
す
る
こ
と
で
繁

栄
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
だ
、
と
い

う
。
Ｅ
Ｕ
各
国
に
自
国
の
立
場
に
つ
い
て
理
解
し

て
も
ら
お
う
、
国
際
司
法
裁
判
所
で
さ
ば
い
て
も

ら
お
う
な
ど
と
言
っ
て
も
、
利
害
の
な
い
立
場
の

人
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
ど
ち
ら
で
も

良
い
事
だ
▼
哲
学
者
森
有
正
は
「
平
和
問
題
を
平

和
そ
の
も
の
か
ら
議
論
し
て
も
何
も
得
ら
れ
な

い
」
と
い
う
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
生

活
の
現
場
で
何
を
す
れ
ば
関
係
が
良
く
な
る
か

を
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
指
摘
す

る
。「
平
和
を
実
現
す
る
人
は
幸
い
だ
」
と
言
わ

れ
る
み
こ
と
ば
は
超
人
的
な
何
か
を
せ
よ
と
い

う
手
の
届
か
な
い
モ
ッ
ト
ー
で
は
な
い
▼
平
和

の
大
切
さ
を
声
高
に
叫
ぶ
人
を
警
戒
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
平
和
は
自
国
の
損
な

わ
れ
た
権
利
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
相
手
の
こ
と

を
注
意
深
く
読
み
取
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
だ
。

そ
れ
は
自
虐
的
な
国
家
観
な
ど
で
は
な
い
。(

守) 

《信仰年》2012.10.11～2013.11.24 

信
仰
に
あ
ら
た
な
光
を
！ 

２
０
１
１
年
10
月
16
日
（
日
）、
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
は
、
サ
ン
ピ
エ
ト

ロ
大
聖
堂
で
司
式
し
た
ミ
サ
の
説
教
で
、
特
別
年
の
「
信
仰
年
」
の
開
催
を
発
表
し

た
。「
信
仰
年
」
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
開
幕
50
周
年
、
ま
た
『
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』
発
布
20
周
年
の
２
０
１
２
年
10
月
11
日
に
始
ま
り
、
２
０

１
３
年
11
月
24
日
の
王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
祭
日
で
終
わ
る
。
教
皇
は
自
発
教
令

『
信
仰
の
門
―
「
信
仰
年
」
開
催
の
告
示
』
を
発
布
し
、「
信
仰
年
」
開
催
の
理
由
・

目
的
・
方
針
を
説
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
の
司
教
団
は
全
信
徒
に
向
け
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。 

生命の泉 

四角形で示される区画の中で、

教会を象徴する船が波の上を進

む。 船のメーンマストの十字架

とともに、3つの帆が、キリスト

を表す3文字（IHS）をかたどる。 

 帆の背景の太陽は、IHSの 3文

字とともに聖体を示す。 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団
「
信
仰
年
」
メ
ッ
セ
ー
ジ 

〜
信
仰
の
恵
み
を
見
つ
め
直
す
旅
に
招
か
れ
て
〜 



 
（２） 

「
宗
教
者
九
条
の
和
」

主
催
に
よ
る
「
輝
か
せ
た

い
憲
法
第
九
条
」
と
題
す

る
「
第
８
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
平
和
巡
礼
in

仙

台
」
が
、
９
月
29
日
、

元
寺
小
路
教
会
で
開
催

さ
れ
た
。
東
京
、
大
阪
な

ど
各
地
か
ら
の
多
宗
教
、

教
派
の
方
が
150
人
以
上

参
加
し
、
12
時
半
か
ら
熱
気
の
こ
も
っ

た
真
剣
な
集
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

司
会
者

の
開
会
宣

言
の
後
、
カ

ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和

協
議
会
担
当
司
教
谷
大

二
司
教
が
「
脱
原
発
は

核
廃
絶
と
結
び
つ
い
て

い
る
。
憲
法
９
条
の
精

神
を
世
界
に
広
げ
る
こ

と
が
、
脱
原
発
、
核
廃

絶
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
挨
拶
の
後
、
東

日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
行
方
不
明
の

方
々
の
た
め
に
、
１
分
間
の
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
。 

そ
の
後
、
平
賀
徹
夫
仙
台
教
区
司
教

が
歓
迎
の
言
葉
、
続
い
て
奥
山
仙
台
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
た
。 

講
演
は
「
原
発
と
憲
法
九
条
‐
広
島

原
爆
10
万
倍
の
放
射
能
と
ど
う
向
き

合
う
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
一

橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
特
任
教
授 

所 

源
亮(

と
こ
ろ 

げ
ん

す
け
）
氏
が
わ
か
り
や
す
く
、
自
分
が
実

践
し
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
話
さ
れ

た
。
ま
ず
、
最
低
知
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
原
発
の
こ
と
を
話
す
と

前
置
き
さ
れ
た
上
で
、
「
原
発
は
原
爆

と
同
じ
危
険
性
が
あ
り
、
原
爆
よ
り
危

険
。
原
発
が
な
け
れ
ば
、
日
本
の
電
気

量
は
不
足
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
か
え
っ

て
、
原
発
に
よ
っ
て
、
高
い
電
気
代

を
払
っ
て
い
る
。 

原
発
が
発
す
る
ゴ
ミ
を
安
全
に

処
理
す
る
方
法
は
な
い
。
福
島
第
一

原
発
か
ら
多
量
の
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
、
広
い
地
域
が
汚
染
さ
れ

た
。
日
本
に
原
発
建
設
の
立
地
条
件

に
合
致
す
る
場
所
は
ど
こ
に
も
な

い
」
。 

所
氏
は
、
福
島
原
発
事
故
以
来
、

住
ま
い
を
岐
阜
に
移
し
て
生
活
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
そ
の
岐

阜
も
、
福
井
県
・
大
飯
原
発
が
事
故
を

起
こ
せ
ば
、
23
分
で
危
険
に
な
る
。
そ

の
た
め
に
、
常
に
「
23
分 

ふ
る
さ
と

が
な
く
な
る
」
と
書
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

身
に
着
け
て
お
り
、
こ
の
日
も
、
途
中

か
ら
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
話
さ
れ
る
姿
が
、

何
よ
り
も
原
発
の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え

る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
姿
で
、
毎
週
、

駅
前
で
「
明
日
放
射
能
で
死
ぬ
よ
り
、

今
日
立
ち
上
が
ろ
う
」
と
人
々
に
訴
え

て
お
ら
れ
る
そ
う
だ
。 

終
了
後
、
参
加
者
た
ち
は
、
市
内
を

デ
モ
行
進
し
て
、
憲
法
９
条
の
精
神
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。 

  なぜ信じ、誰を信じ、何を信じているのか 

司教 平賀徹夫 
 「  信仰年」が始まりました。「『信仰年』は、世の唯一の
救い主である主に対する誠実で新たな回心への招きです（自発教

令『信仰の門』（６）」と教皇様は全世界に向けて発表し、「わたし

たちは、教会が忠実に伝えてきた神のことばと、弟子たちを生か

すために与えられたいのちのパンの味を再発見しなければなりま

せん」と勧めています（同３）。新たな回心のためには、神の言葉

である聖書をあらためて深く味わうこと、そして、私たちを生か

すために与えられたいのちのパン（聖体）の意味をあらためて深

く味わうことが土台となる、ということでしょう。神のことばに

養われいのちのパンに力づけられる最も良い場として私たちには

聖体祭儀（ミサ）があります。ミサへの参加はただの義務ではあ

りません。それは私たちの命の源泉への回帰であり、それなくし

ては信仰もいのちもやせ細ってしまうのです。 

教皇様は同時に、「過去においては、信仰の内容と、信仰から

霊感を受けた価値観に訴えることも広く受け入れられていまし

た。しかし、現代においては…、同じことをいうことはできませ

ん。信仰の深刻な危機が多くの人々に影響を及ぼしているからで

す（同２）」と警鐘を鳴らしています。“信仰の深刻な危機”とい

う警鐘は、欧米のいわゆるキリスト教国に向けられているだけで

はなく、キリスト信者がまったくの少数派である日本の、あるい

は仙台教区の、私たち教会にも当てはまるのではないでしょうか。

教会の中で、「信仰によって生きる」意識が弱まり、信仰への関心

も薄れているなどという状況はないと言えるでしょうか。 

信仰年にあたって日本の司教団は、「キリスト者は、祈りや日々

の生活をとおして信仰体験を深めるだけでなく、なぜ信じ、誰を

信じ、何を信じているのかを常により深く悟り、どう生きている

のかを絶えず振り返る必要があります」と呼びかけています。こ

の「なぜ、誰を、何を」は一人で思い巡らすよりも、家族が集ま

ったときやグループでの会合・勉強会などで意見や思いを分かち

合うなら、その実りははるかに豊かなものになるでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11
月
・
12
月 

 

11･

3
㊏ 

川
渡
カ
ト
リ
ッ
ク
保
育
園 

4
〜
5
部
落
差
別
人
権
委 

全
国
会
議 

6
㊋ 

司
祭
評･

定
例
会･

司
祭
団
・
役 

 

9
〜
10
東
北
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
校 

研
修
会 

 

11
㊐ 

い
わ
き
教
会 

 

13
〜
16 

日
韓
司
教
交
流
会 

17
㊏ 

ス
ペ
ル
マ
ン
病
院
追
悼
ミ
サ 

18
㊐ 

久
慈
教
会
ト
マ
師
追
悼
ミ
サ 

20
㊋ 

使
徒
職
協
力
者
の
会 

24
㊏ 

横
浜
教
区
宣
教
150
年 

27
㊋ 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

28
㊌ 

淳
心
会
創
立
150
年 

30
㊎ 

全
ベ
ー
ス
会
議 

 
 
 

仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
会
議 

12
・
1
㊏ 

社
会
司
教
委
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

  

3
〜
4
仙
台
教
区
司
祭
の
集
い 

 

7
㊎ 

部
落
差
別
人
権
委
員
会 

8
〜
9 

松
木
町
教
会
・
堅
信
式 

11
㊋ 

司
祭
評
役
員
会
・
司
祭
団
役 

15
㊏ 

信
仰
養
成
講
座 

16
㊐ 

西
仙
台
教
会 

19
㊌ 

社
会
司
教
委
員
会 

22
㊏ 

ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校 

23
㊐ 

郡
山
教
会 

25
㊋ 

降
誕
祭 

司
教
日
程 
明明
日日
放放
射射
能能
でで
死死
ぬぬ
よよ
りり
、、
今今
日日
立立
ちち
上上
がが
ろろ
うう  

第
８
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
平
和
巡
礼
in
仙
台 

【
司
祭
異
動
】 

 

福
島
県 

10
月
１
日
付 

氏
家 

和
仁 

司
祭
館
付(

い
わ
き
教
会
協
力)

 

宮
城
県 

11
月
１
日
付 

ポ
ー
ル
・ト
ー 

仙
台
中
央
地
区
協
力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（
新
任
） 



（３） 

 

 

10
月
８
日
の
朝
は
快
晴
。

参
加
者
は
160
人
を
超
え
、
司

教
様
は
じ
め
司
祭
９
名
の
豪

華
版
に
な
り
ま
し
た
。 

準
備
段
階
で
は
、
玄
関
の

混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
土

足
入
場
に
。
聖
堂
に
は
130
名

の
席
を
置
き
、
中
庭
に
テ
ン

ト
を
二
張
設
置
し
30
名
分
の

席
を
用
意
し
ま
し
た
。
聖
堂

の
窓
を
２
か
所
外
し
聖
堂
と

の
一
体
感
を
作
り
、モ
ニ
タ
ー
、ス
ピ
ー

カ
ー
を
設
置
し
立
派
な
サ
ブ
聖
堂
に
な

り
ま
し
た
。
午
前
10
時
、
司
教
様
の
声

が
、
聖
堂
と
テ
ン
ト
聖
堂
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。
聖
歌
の
声
、
聖
書
朗
読
が
す

べ
て
新
鮮
で
、
共
同
祈
願
も
自
分
た
ち

で
作
成
し
た
新
し
い
200
年
に
向
か
っ
た

第
一
歩
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
し
た
。

平
賀
司
教
様
の
説
教
で
、
10
月
11
日

よ
り
信

仰
年
が

始
ま
る

こ
と
を

告
げ
ら

れ
、個
々

に
信
仰

を
見
直

し
、
イ
エ

ス
様
の

心
を
し
っ
か
り
受
け
取
り
、
そ
れ
を
他

の
人
に
伝
え
る
こ
と
で
日
々
を
過
ご
す

よ
う
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
聖
体
拝
領
は

司
教
様
か
ら
一
人
一
人
直
接
頂
く
お
恵

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ミ
サ
後
の
祝
賀
会
に
は
、
福
島
県
内

の
各
教
会
か
ら
も
52
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
祝
辞
は
100
年
前
に
教
会
を
設

立
し
て
く
だ
さ
っ
た
ダ
リ
ベ
ル
神
父
様

の
所
属
さ
れ
て

い
る
、
パ
リ
外
国

宣
教
会
の
管
区

長
シ
ェ
ガ
レ
・
オ

リ
ビ
エ
神
父
様

か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
ダ
リ
ベ
ル

神
父
様
は
、
鶴
岡

教
会
、
山
形
教
会

を
経
て
白
河
教

会
に
１
９
１
２

年(

明
治
45
年)

に
着
任
し
ま
し
た
。

次
々
来
賓
の
神
父
様
修
道
会
の
皆
様
の

紹
介
後
、
大
竹
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

演
奏
で
和
や
か
に
会
食
い
た
し
ま
し
た
。

出
し
物
の
圧
巻
は
日
曜
学
校
の
手
話
を

交
え
て
の
コ
ー
ラ
ス
で
す=

写
真=

。
ア
ン

コ
ー
ル
に
も
応
じ
会
場
の
方
の
盛
大
な

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
若
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
限
り
当
教
会
は
安

泰
で
す
。
ま
た
今
日
の
為
に
村
田
佳
代

子
さ
ん
よ

り
白
河
の

殉
教
地
吊

る
し
場
の

状
況
を
表

し

た

、

「
鶴
芝
の

栄
光
」
と
言
う
題
名
の
絵
画=

写
真
右=

を
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ご
披
露
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
あ
い
よ
い
よ
白
河
教
会
は
、
一
時

中
断
し
て
い
た
信
徒
館
建
設
に
向
か
っ

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

（
広
報
部
長 

川
井
田 

元
） 
 

今
年
の
10
月
20
日
で
、
コ

ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
修
道
院
（
以
下
Ｃ

Ｎ
Ｄ
）
は
、
日
本
宣
教
80
年

を
迎
え
ま
す
。 

今
か
ら
80
年
前
、
１
９
３

２(

昭
和
７)

年
頃
は
、
教
皇
ピ

オ
11
世
が
、
「
ア
ジ
ア
に
福

音
を
述
べ
よ
」
と
し
き
り
に

呼
び
か
け
て
お
ら
れ
た
時
代

で
す
。
多
く
の
修
道

会
、
宣
教
会
が
こ
れ

に
応
え
ま
し
た
。
Ｃ

Ｎ
Ｄ
総
顧
問
会
も
、

い
く
つ
か
の
候
補
地

の
中
か
ら
、
祈
り
の

う
ち
に
熟
考
し
、
日

本
を
選
び
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
ド
ミ
ニ
コ

会
管
区
長
Ｅ
・
ラ
ン

グ
レ
師
が
、
福
島
を

指
定
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

先
発
の
５
人
の
カ
ナ
ダ
人=

写
真=

が

指
名
さ
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
か
ら
鉄
道
で
５
日
か
け
て
北

米
大
陸
を
横
断
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か

ら
船
で
太
平
洋
を
渡
り
、
つ
い
に
出
発

の
日
か
ら
18
日
目
に
、
福
島
に
到
着
し

ま
し
た
。 

シ
ス
タ
ー
ズ
は
新
町
の
仮
住
ま
い
で
、

さ
っ
そ
く
新
し
い
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

記
録
を
見
る
と
、
大
笑
い
す
る
よ
う
な

珍
事
件
の
続
発
で
（
紹
介
す
る
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
の
が
残
念
）
、
日
本
語
の
話

せ
な
い
５
人
の
彼
女
た
ち
と
、
昭
和
初

期
の
福
島
の
信
者
さ
ん
た
ち
と
の
ご
縁

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

出
来
る
こ
と
か
ら
ま
ず
始
め
た
彼
女

た
ち
は
、西
洋
料
理
教
室
を
開
い
た
り
、

混
声
の
聖
歌
隊
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
聖
歌

を
指
導
し
た
り
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

ほ
ど
な
く
、
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
英
語
や

仏
語
な
ど
の
レ
ッ
ス
ン
を
頼
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
一
般
の
日
本
人
と
の
触
れ

合
い
が
広
ま
り
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
か
ら

の
応
援
の
会
員
も

次
々
と
到
着
し
、
日
本

人
の
入
会
希
望
者
も

出
始
め
ま
し
た
。 

１
９
３
５(

昭
和

10)

年
、
現
在
の
花
園

町
に
土
地
を
買
い
、
修

道
院
を
建
て
、
診
療
所

と
幼
稚
園
を
開
き
ま

し
た
。
…
そ
こ
か
ら

揚
々
と
拡
張
す
る
は

ず
で
あ
っ
た
神
の
国
は
、
第
２
次
世
界

大
戦
と
い
う
思
い
が
け
な
い
出
来
事
に

よ
っ
て
、
修
道
院
建
物
の
接
収
、
シ
ス

タ
ー
ズ
へ
の
立
ち
退
き
命
令
と
会
津
若

松
で
の
軟
禁
、
そ
し
て
１
９
４
５(

昭
和

20)

年
の
福
島
帰
還
と
活
動
の
再
開
と

い
う
数
奇
な
道
を
た
ど
り
ま
し
た
。
こ

の
期
間
に
、
病
死
し
た
り
、
カ
ナ
ダ
に

送
還
さ
れ
た
り
と
い
う
シ
ス
タ
ー
も
い

ま
し
た
が
、
数
名
の
カ
ナ
ダ
人
と
、
新

た
に
入
会
し
た
日
本
人
シ
ス
タ
ー
ズ
が
、

果
敢
に
福
音
宣
教
を
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
が
、
今
日
の
桜
の
聖
母
学
院
の
始
ま

り
で
す
。 

最
初
の
５
人
の
Ｃ
Ｎ
Ｄ
会
員
が
福
島

の
地
を
踏
ん
だ
、
そ
の
同
じ
日
、
同
じ

時
間
に
、
平
賀
司
教
様
に
よ
り
、
感
謝

の
ミ
サ
を
さ
さ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

仙
台
教
区
と
、
地
域
の
皆
様
の
お
導

き
と
、
お
支
え
に
包
ま
れ
て
、
今
後
も

つ
つ
ま
し
く
、
元
気
に
歩
ん
で
行
け
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

福
島
修
道
院 

Sr.
笠
原 

節
子 

白河教会１００周年 

カ
ト
リ
ッ
ク
白
河
教
会
（
主
任
・
田
中
丈
夫
神
父
）
は
、
１
９
１
２
年

（
大
正
元
年
）ダ
リ
ベ
ル
神
父(

パ
リ
外
国
宣
教
会)

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、

今
年
100
周
年
を
迎
え
た
。
聖
堂
は
旧
東
北
電
灯
会
社
か
ら
約
100
年
前
に

買
い
受
け
た
も
の
。
信
徒
数
約
180
人
（
名
簿
上
）
、
普
段
の
主
日
ミ
サ
に

は
約
60
人
前
後
。
子
ど
も
た
ち
も
多
く
、
元
気
で
、
家
庭
的
な
教
会
。
10

月
８
日(
月
・
体
育
の
日)

平
賀
徹
夫
司
教
は
じ
め
福
島
県
内
の
教
会
か
ら

の
参
加
者
も
含
め
160
余
名
が
参
加
し
、
祝
賀
行
事
が
行
わ
れ
た
。 

ＣＮＤ修道会日本宣教８０周年 

最初の修道院（震災被害等により、解体） 


